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平成２７年度飯野小学校第５回活動 

活 動 報 告 書 

 

●活動名：脱穀 

●活動のめあて（目的、目標）：脱穀作業という日常では体験できない経験を通し、農作業について学ぶ 

●日 時：平成 27年 11月 12日（木） 9：00～11：00  

●天 気：晴 

●場 所：学校田 

●当日参加者・協力者 

参加者内訳  技術指導 人数 

県職員  １名 

小学校教諭  ３名 

児童  24名 

地元農家（田んぼ・畑の学校の先生） ○ １名 

田んぼ・畑の学校応援団   名 

 

●当日の活動場所見取り図 

 

                              飯野小学校 学校田 
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●事前準備 

前日までの準備 

実施したこと・準備したもの 参考画像 

  

当日の準備 

実施したこと・準備したもの 参考画像 

・千歯こぎ（１台） 

・ビニールシート 

・足踏み脱穀機（２台） 

・ハーベスター（１台） 

 

 

●準備物一覧 

準備物 参考画像 

  

 

足踏み脱穀機 
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●当日の活動内容 

時間 活動内容・作業や指導のコツ等 参考画像 

9：00 

～ 

11:00 

 

・３班に分かれ、千歯こぎ（１台）、足踏み脱穀機

（１台）を利用して脱穀を行う。 

 

・千歯こぎは、丁寧に力強く利用しないと籾を取

り除くことはできない。 

 

・足踏み脱穀機は、踏み方により逆回転（手前側）

に回ることもあるので外側に回るように足踏み

を行う。 

 

・手が脱穀機の中に入らないように注意する。 

 

・脱穀は、稲束を絶対に離さないようにする。 

 

・２人１組となって作業する。 

 

足踏み脱穀機 

 

 

千歯こぎ 
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●活動の成果・効果 

活動の成果 

 

・地域の平均収量（１０ａあたり８俵）を上回る１００㎡（１ａ）あたり１俵の米

を収穫した。 

・多くの児童は、千歯こぎ、足踏み脱穀機を利用して脱穀を行う経験が最初で最後

であった。 

児童の感想 ・千歯こぎや足踏み脱穀機のみで脱穀することは、困難であることが判った。 

・初めは難しかったけど、だんだんうまくできるようになり、楽しかった。 

 

小学校の感想 ・脱穀作業を行うと服の中に稲藁が入り「体中がチクチクになる」ので、最後まで

脱穀作業を行うことは忍耐を要する。 

・脱穀作業の体験をとおして「自分から行動できる人になる」ことが大切である。 

地元農家の感想  

 


